
























































































































































この根本的権利は、「平等な処遇を受ける権利（the right to equal treatment）」と「平等
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た。滝川は brute luck を「自然の運」と訳している。
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ィリアムズの文献 Williams, Barnard,“The Standard of Living：Interests and








（注20）Pierre Rosanvallon（1995）, La nouvelle question sociale：Repenser l’Etat-




尚、盛山が引用しているグッディンの文献 Goodin, R. E. 1995, Utilitarianism as a













・Peter Dwyer（2004）Understanding Social Citizenship. The Policy Press.
尚、本稿脱稿後、『法律時報』（2008年１月号、日本評論社）の「特集：法は人間をどう捉えて
いるか」を読んだ。この中で、「ナラティブ論」、「自己決定」などが人権論との関係で論じられて
おり、福祉とかかわりが深いだけに新ためて別稿で検討する予定である。
「福祉」の規範理論について（２、完）
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